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留学レポート Study Abroad Report 

私は今回の語学研修が初めての留学となりました。韓国への留学に行こうと思ったきっかけは、私は大学に
入る前の中学生の時、K-POP にはまり、K-POP アイドルの歌の歌詞やアイドルの人たちがしている会話を理
解できるようになりたいと思い、現地に行ってネイティブの韓国語を学びたいと思ったことです。 

受験が終わり、大学に入って時間に余裕ができたら、必ず行こうと思っていましたが、私が高校 2 年生の
時、新型コロナウイルスが流行し、留学どころか、海外渡航ができなくなってしまい、大学に行っても、留学
することができないのではないかと不安でした。しかし、今回新型コロナウイルス蔓延が落ち着いて、無事に
行くことができるようになってとても幸運だったと感じています。 

私は今回の語学研修で韓国全州市にある全北大学に学校から 40 人程の集団で留学しました。全州市は、ソ
ウルと違って、観光客が少なく、日本人も少なかったので、生活をする中で韓国語を聞いている時間が多く、
とても韓国語を勉強しやすい環境でした。 

授業がある日は、授業が午前中にあり、午後から自由時間、または現地の日本学科の学生の方々との交流会、
韓屋村での韓服体験などが設けられていました。授業がない日は、テコンドー体験やソウル観光などを一日通
して行いました。 

授業は、初級、初中級、中級の三つのクラスに分かれており、私は一番上の中級クラスを選択しました。大
学に入る前までは独学で韓国語を勉強していたので、自分の力量に自信がありませんでしたが、自分のレベル
より高い授業についていこうとすることで、韓国語を話す技術の上達がとても速かったように感じました。教
えてくださった韓国語の先生はとても聞き取りやすいスピード、明瞭さで教えてくださったので、韓国語に耳
が慣れていきやすく、聞き取れる韓国語が授業を重ねるたびに、徐々に増えていき、聞き取れるたびに喜びを
感じることができました。また、大学で受講していた韓国語授業と違って、教科書に載っている文法を使った
文章の作文や音読だけではなく、先生とちょっとした会話や、プレゼンテーション発表など、とても能動的な
内容で、自分が持っている韓国語の技術を最大限発揮できる場であり、現地の人々に自分が話す韓国語は通用
するのか、どの程度の技術を持っているのかを学校の定期テストとは違う方法で客観的に分析することがで
きました。 
 自由時間がある日は、買い物に行ったり、飲食店でご飯を食べたり、現地の日本学科の学生の方々と遊びに
行ったりしました。外国人の観光客が非常に少なかったため、注文や定員さんへ質問するとき、すべて韓国語
でした。普段は日本人のルームメイトと一緒に行動していました。最初は、私の話す韓国語が現地の方に通じ
るのかが不安で注文するときも、話しかける時も少しためらっていましたが、勇気を出して一度現地の方に韓
国語で話しかけて通じたときに、自信がついて積極的に韓国語を使えるようになっていきました。時々、通じ
なかった時は別の言葉に言い換えて一生懸命説明し、その後どういえばよかったのかを調べてみて、次の会話
の参考にするなど能動的な勉強姿勢ができました。私が話す韓国語が現地の人に通じた時、本当にこれ以上な
いというような喜びを感じました。特にうれしかったのは、ショッピングモールの図書館に行ったとき、レジ
での会話で、私が定員さんに「袋いりますか？」、「ポイントカードありますか？」と聞かれて対応した後、カ
ード決済でサインを書いた時、定員さんが私の書いたサインの名前を見て「外国の方なのに、発音がお上手で
すね、発音難しいと思うのですが」と言ってくださいました。その瞬間本当に嬉しかったです。発音は。授業
で先生が話す韓国語を聞きながら、真似をするようにしていました。通じた上に、発音まで現地の方に褒めて
もらうことができて、達成感と喜びを感じました。 

日本人と行動することになると、会話が日本語で行われるので、韓国語を使う機会がそれほど多くなく、言
語を学習する上ではよくないのではと、留学に行く前は不安に感じていましたが、授業で学習したばかりの韓
国語を使ってみたいという感情が湧いて、日本人と会話するときも韓国語を使うことが日を重ねるごとに多
くなり、韓国語を話す機会がさらに増えていきました。相手の子が「○○って韓国語でなんていうの？」と聞
いてきた時、答えてあげたり、答えられなかった単語については調べたりという作業を日常的に繰り返してい
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たので、自然と単語量が増え、記憶に定着していきました。 
自由時間に現地の日本学科の方と遊びに行ったときは、美味しいお店を紹介してもらったり、方言を教えて

もらったり、流行っている化粧品やお菓子などを教えてもらいました。普段授業では教えてもらえないような
韓国の学生の生活教科書には載らないちょっとしたスラングなどを知ることができました。日本人でも知ら
ない歌が幼い韓国人の子どもたちの間ではやっていたり、ある日本のアニメが日本より韓国で人気が高かっ
たり、お話ししている間も驚いてばかりいました。留学期間中一度しか一緒に遊びに行くことができませんで
したが、本当に楽しく、充実した時間を過ごすことができ、これからも交流を深め、様々な話をしてみたいと
感じました。 
 現地の韓国人の日本学科の方々との文化交流のプログラムでは、韓国の方が日本の文化に対して思う疑問
や逆に私たちが韓国の文化に対して抱く疑問をディスカッションする場が設けられていました。最初の交流
会では日本学科の学生さんたちの日本語がとても上手で、それに感化されて、私たちも韓国語を習得しよう
と、一生懸命になっていました。しりとりや早口言葉など似たような文化が多かったですが、不倫に対する考
え方やカップルの記念日の概念など意外な点が違っていてとても興味深いと感じました。韓国の方が抱く疑
問の中には、私たちは普段当たり前だと思っていることもあったので、日本での生活を振り返る機会となりま
した。 
 語学研修全体を通して本当に楽しく、充実した二週間を過ごすことができたと感じていますが、ハプニング
もありました。語学研修に行く前の説明会では、寮にドライヤーや冷蔵庫がついていると聞いていましたが、
最初に行った寮には、ドライヤーや冷蔵庫どころか、掛け布団もありませんでした。あると思って持ってきて
いなかった生活必需品を買いに行ったり、私たちのお世話をしてくれている韓国人の方と布団や枕の枚数を
寝る前に確認したり、初日は忙しかったです。また、日本に帰国する日に、学校から空港へ送ってくれるバス
が予定時刻になっても到着せず、もう少しで飛行機に乗り遅れるところであったということもありました。言
語が違う国であるからこそのすれ違いがあり、正しく情報が伝わっていなかったそうです。そのことも含め
て、貴重な経験をさせてもらったと感じています。 
 帰国後は韓国語の楽しさに改めて気づくことができ、前にも増して、熱心に韓国語を勉強するようになりま
した。学んだ文法や単語を現地の人に使ってみて、通じた瞬間の嬉しさをもう一度感じたいと思うようにな
り、より一層韓国語を学びたいと思うようになりました。 
 留学におけるメリットは、外国の方に触れ合える機会、語学に触れることができる機会が圧倒的に多いとい
うことだと思います。旅行は観光地に行くことが多いと思います。韓国では明洞のような観光地では日本語を
話すことができるお店の方も多いため、現地の言葉を使う機会が少なくなってしまうと思います。また、日本
人と旅行すると日本語で会話する状況が多かったり、現地の言葉を話すことができる人に頼りがちになって
しまったりすると思います。しかし留学では、すべて終始現地の言葉だけで進行される授業が受けることがで
きるので、旅行より現地の言葉に触れることができる機会が大幅に増えます。授業で習った事柄をすぐにつか
る環境ができているので、語学力が定着しやすいです。加えて、留学先では現地の友人も作りやすいので、現
地だけではなく、帰国してからも、チャットでその友人と連絡しあったり、電話で会話したりすることができ
るので、帰国してからの語学力キープにもつながります。自然と外国語を話さなければならない状況ができる
ので、語学力が身につくスピードは非常に早く、語学力を身につける上では最善であり、一番の近道であると
思います。また、様々な国から留学生が来ているので、留学先ではいろいろな国籍の学生さんたちと知り合う
ことができます。現地の言葉だけでなく、いろいろな国の言語を学べる機会を学べるということも一つの利点
ではないかと思います。 
 留学におけるデメリットは言語の壁と、文化の違いであると思います。今回の語学研修でもありましたが、
言語が違うことによって、微妙なニュアンスの違いからすれ違いが起きて、会話が成立しなかったり、うまく
物事が進まなかったりすることもあり、それがストレスに感じてしまうこともあります。また、日本とは考え
方が違う国に長期間滞在するため、その差に耐えなければなりません。日本では、時間通りに電車やバスが来
ることは当たり前でも、海外であれば普通に遅れてくることもあります。お店の定員さんの対応が日本とは違
ってとても雑で、無愛想であるということもあります。無言で商品を渡されたり、店員が接客中に携帯を触っ
ていたりすることもあります。特に衛生環境の面では、日本の衛生環境は世界と比べても本当に良いので、そ
の衛生環境に慣れてしまっていると、海外の衛生環境に不快感を抱いてしまうこともあると思います。旅行と
違って長期間滞在するので、それに慣れなければならいことがデメリットかと思います。しかし、滞在してい
く中で、その差に慣れてしまえば、日本にいるときと同じように普通に生活を送ることができます。 
 今回の語学研修に参加して本当に良かったと思います。初めての留学ということもあり、留学に行く前は、
言語が違う海外で二週間という長期間、他人と滞在することに不安を感じていました。しかし、行ってみて、
実際生活してみると、徐々に韓国語のスキルが上がっていき、そのような不安は忘れる程、留学を楽しみ、最
後は帰りたくないと思う程になっていました。本当に刺激的な二週間を過ごすことができました。同じような
不安で、留学を迷っている方がいたら、ぜひ行って留学に行ってほしいと思います。プログラム上は語学を学
習することが目的ですが、語学以上に得るものがありました。現地の方もそうですが、大阪公立大学の他学部
の生徒さんたちともたくさん親交を深めることができました。語学はもちろん、多様な文化や考え方を知るこ
とができ、積極的に勉強する姿勢が身に付きました。 

新型コロナウイルス感染症が蔓延して、渡航留学することが難しくなっていましたが、無事に留学すること
ができて貴重な体験をたくさんすることができ、忘れることのない思い出を作ることができました。次にこの
ような機会があれば必ず参加したいと思います。 
  
 

 
 


